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就労相談

アセスメントと準備訓練

求職活動とマッチング

職場適応支援

フォローアップ

就労支援のプロセス
相談支援

就業･生活支援
センター等

就労移行支援

※就職後6か月
の支援も含む

就労定着支援

就業生活支援
センター等それぞれの支援機関がプロセスを意識して連携することが大切
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就労相談（基礎情報の収集）

基本情報

• 診断名、手帳、障害年金、家族構成など

• 教育歴、福祉サービスの利用歴、通院状況

実習体験

• 時期、会社名、場所、実習目的（体験・雇用前提）

• 得意だったこと、苦手だったこと、仕事の内容

職歴

• 時期、会社名、場所、紹介ルート

• 得意だったこと、苦手だったこと、仕事の内容、離職理由

就職の希望

• イメージ、仕事の内容、働く環境

• 給与、身分、労働時間、公共交通機関の利用、通勤時間



就労相談

◼就労移行支援の就労相談は障がいのある人の状況や希望の
確認と事業所を利用する目的を確認するプロセスから始ま
ることが多い。

◼訓練の目的やプロセスの説明と共に、単に就職先を見つけ
るところではないことも必要。

◼障害者雇用の現状や事業所の実績の説明

◼職種や平均収入

◼障害開示のメリットなど

◼面談の対象者は？方法は？

◼基本は本人から話（ニーズ）を聞く

◼家族、関係機関からの聞き取りも重要

◼アンケートやワークシートの活用も
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障害のある人のアセスメント

• 生活歴、教育歴、福祉サービス利用歴

• 職歴、その際の強み、又は失敗の要因

• 就労支援の利用歴、就労支援機関との関係

• 医療歴と医療面の課題、医療機関との関係

これまでの

経過

• 仕事のスキル、遂行能力、体力

• 仕事に対する意欲、興味、動機

• コミュニケーション能力と社会性

• ストレス耐久性、ストレス回避・解消の能力

• 認知面の問題

仕事に関わる

要素

• 家族の状況、家族からの支援状況

• 友人等の交友関係

• 主な余暇活動や楽しみ

• 消費活動の状況や問題

• 生活支援機関、相談支援機関との関わり

生活面の要素



アセスメントから計画的な支援へ

できることの

整理

• 作業スキル、社会的スキル等障害のある人のできることを適

切に整理する。

課題の整理

• 今後、障害のある人の心がけや訓練によって成長が見込まれ

るものと、周囲の配慮、支えが必要なものに整理する。

得意な環境を

予測する

• 人的環境のアセスメントや物理的環境のアセスメントから、

得意とする環境、苦手な環境を予測する。

スケジュール

を調整する

• 就労までの時間を予測して、スケジュールを調整する。



アセスメントと準備訓練に必要な視点

• しっかりとした個別支援計画を立案し、実施することにより、障害の

ある人の就労へ向けての力を伸ばし就労へ結び付ける。

成長を促す

• 周囲が障害に起因する配慮事項を理解し、支える方法を明確化し、そ

の支えをどのように継続するか計画・実施する必要がある。

必要な配慮を明確にする

• 就労移行支援サービスは、原則２年間の有期限サービスである。就労

までの時間を予測し、スケジュールを調整することが重要である。

就職までのスケジュールを調整する



アセスメントと準備訓練に必要な視点

• 意図的な場面設定で、期待する成長内容を個別支援計画で明確に
し、障害のある人の就労へ向けての力を伸ばし就労へ結び付ける。

①成長を促す

障害のある人の
現在の力

成長

就労移行支援の
サービス利用前

就労移行支援の
サービス終了時

企業等の就労で
求めれる力

利用開始時は、通所が安定しな
かったAさん。通所へのモチベー
ションを上げることを支援計画に。
利用者の昼食の食数確認と報告を
任せる。利用者や職員とのやり取
りが増え、体調不良を訴えること
も減った。定期面談では「自分が
いないと周りの人が困る。ちょっ
としんどくても来ようと思った。
ありがとうと言ってもらえてうれ
しい。」とのこと。通所が安定す
ることで訓練もステップアップで
き、現在は企業実習を調整中。



アセスメントと準備訓練に必要な視点

• 周囲が障害に起因する配慮事項を理解し、支える方法を明確化し、
その支えをどのように継続するか計画・実施する必要がある。

②必要な配慮を明確にする

障害のある人の
現在の力

企業等の就労で
求めれる力

周囲の
配慮

就労移行支援の
サービス終了時

就労移行支援の
サービス利用前

発達障害のBさん。就職に向けてハ
ローワークに一緒に行き、求人を
探すことに。これまでの訓練でわ
かったBさんに必要な配慮や環境を
整理した。①声の調節が難しいた
め、静かな環境は不向き②スケ
ジュールが明確であれば集中でき
る③雑談になると誤解やトラブル
を招くため、黙々と作業できるほ
うがよい④上下関係は理解するた
め、指示系統が明確またはリー
ダーなどがいるとよい⑤突発的な
指摘や注意には弱いため、定期面
談等で課題の整理が必要。



• 就労移行支援サービスは、原則２年間の有期限サービスである。
就労までの時間を予測し、スケジュールを調整することが重要で
ある。

③就職までのスケジュールを調整する

アセスメントと準備訓練に必要な視点

障害のある人の
現在の力

就労移行支援の
サービス利用前

半年後

企業等の就労出
求めれる力

１年後 （２年後予測）

成長や配慮は
就労実現に到達
するだろうか？

引きこもりの時期が長く、
通所を安定させることに1
年6か月が経過したCさん。
半年に1度の家族懇談でも
進捗を共有。残り6か月で
就職を目指すことに不安
はあるものの、施設外作
業と企業実習の調整を計
画。具体的なアセスメン
トをとるための期間（2か
月）と就活（3か月）雇用
に係る期間（1か月）を想
定。2か月後に関係機関と
のケース会議を調整した。



• 通勤場所やルート

• 勤務時間帯と時間数

• 作業適性

• 作業環境

• 対人コミュニケーショ
ン

• 困ったときの対応

• 企業評価と本人評価の
違い

• やりがい

企業実習もアセスメント
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求職活動とマッチング

◼ ハローワーク
･求職登録情報と求人情報のマッチング
･ハローワークの担当者に、障害のある人の情報を分かり
やすく且つ簡潔に伝達することが大切

◼ 面接
•働く意欲はあるのか、何ができるのか、どのような配慮
が必要なのか、を分かりやすく簡潔に伝える
•併せて、支援機関はどのように支えるのかも伝える

◼ 雇用前提とした実習や就労支援員の職務再構成
•ジョブマッチングの最終調整
•マッチングには職場のアセスメントが不可欠



職場のアセスメント
• 障害者雇用の背景と基本方針

• 決定権の所在と階層

• 職場の文化や雰囲気

• 給与、福利厚生、休暇等の労働条件

基本方針や文化

• 担当する職務の内容

• 担当職務を変更・調整できるか

• 仕事の要求水準

• 忙しさなどの年間、月間、1日の変化

担当する職務

• 所属部署の組織・体制

• キーパーソンの存在と階層

• ナチュラルサポートの体制・可能性

• 人事異動の頻度や可能性

雇用管理体制

• 障害者雇用に関わる他社との連携

• 就労支援機関との連携、方針

• 医療機関との連携、方針

関係機関との連携



支援者も体験してみる

• 作業の難易度

• 手順の複雑さ

• 疲労度

• 自己判断の度合い

• 他の社員とのコミュ
ニケーション

• 作業スペースや動線

• 新たな仕事の発掘



雇用前から企業をサポート

• 勤務時間、社会保険など
の雇用条件を確認

• 担当業務の提案、再構成

• 対象者の情報を共有

• 適切な配慮の提案

• 本人の代弁者として

• 環境整備の依頼
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「仕事ができる」ことを証明する

• 作業習得に向けた直接支援

• 従業員に教えてもらう後方
支援

• 要求水準を明確にし、本人
と目標を共有

• 雇用後1~2週間が肝！職場に
身を置いて支援をすること
が効果的な場合もある



職務再構成

本来の業務から苦手な部分だけを外す。

部品を組み立て
数を数えて箱詰めする。

伝票に記入する

得意な部分（小さな仕事）を集めて、
大きな仕事を作り出す。

社内メール
配達

事務所掃除
郵便物整理

洗面所清掃

職場にある仕事の分担、仕事のやり方にそのまま障害のある人を当てはめる
のではなく、障害のある人の特徴に合わせて、苦手な部分を抜いたり、得意
な部分を集めたりして、安定して仕事ができるような修正を加えること。



得意な部分（強み）を活かす
9:00 園庭 砂おこし

10:30 ゴミ拾い

11:00 製作

12:00 保育室食事片付け

14:00 バギーベビーカー拭
き

14:30 おもちゃ拭き

15:00 製作

15:30 トイレ清掃

16:30 配布物準備等の補助

17:00 終了



できない部分は環境を工夫



障害理解の促進と共有

• 企業内研修をサポート
• 障害理解について

• 雇用管理について

• コミュニケーションについて

• 本人への教育・指導をサポート
• 定期面談の実施・同席

• SST

• OJT

• フェイドアウトの準備
• 要求水準と評価の確認

• 課題と対応の予測
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定着支援でのアプローチ

職場に関すること

個人因子

環境因子

生活に関すること

個人因子

環境因子

◼就労支援機関が職場に対し
て支援を提供するものと、
生活面に対して行うものが
ある。

◼それぞれ障害のある本人に
アプローチする支援方法も
あれば周囲の環境調整を行
うものがある。

◼生活に関することは自機関
だけで支援を提供するだけ
ではなく、連携がキーワー
ドになることが多い。



定着支援で何を支援する？

本人に関わる支援

•仕事の内容や遂行状況の把握

•本人の自己評価の聞き取り

•職場からの評価の聞き取り

• ストレス要因、ストレスのレベル、本人の対処方法の把握

•所属意識、仲間意識、自己高揚感、自己達成感の把握

•本人に対する助言と職場の環境要因の調整

生活に関わる支援

•生活の自己管理に関する把握

•家族状況の変化及び家族と本人の関係の把握

•健康面と医療面に関する把握

•経済活動と余暇活動の充実

•友人、恋人など社会的交友に関すること

仕事及び生活に関わるステップアップの支援

•離職の相談及び転職支援

•家族と同居からグループホーム、アパートでの一人暮らしへ

•同居や結婚



働くこと・働き続けることの阻害要因は？

■働くことの阻害要因
• 過去の失敗からの不安
感

• 未経験からの不安感
• 大人になったら働く教
育

• 働くことへの金銭的動
機付けの低さ（最低賃
金Vｓセーフティーネッ
ト）

• 置かれている生活環境
上の動機付けの低さ
（未婚や扶養状況等）

■働き続けることの阻害要因
• 働いている自分への納得感
• 職場や組織への所属感
• 社会や組織からの疎外感
• キャリアアップの機会の
少なさ

• 病状の不安定
• 老化の早さ
• 生活基盤の脆弱



働き続けるためのモチベーションについて考える

◼障害のある人は、本当に飽きずに単純作業を続けること
ができるのだろうか？

◼「賃金が上がる」、「難しい仕事にステップアップす
る」、「上司から評価される」等、何らかの働く動機付
けが必要なのは誰でも同じ。

◼ただし、急激な要求水準の高まりは就労継続を困難にす
る大きな要素となる。

◼個々に応じたモチベーションの種を見つけておくことは、
就労定着支援の大切な情報となる。
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